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7. 魅⼒向上策のとりまとめ 
7.1 魅⼒向上策の⾒直し 

先進事例調査②およびサウンディング調査の結果より、魅力向上策の見直しを行った。 

※個別の魅力向上策への具体的な回答は、報告書の全体版を参照。 

 

 魅⼒向上策（規模⼤）において考慮すべき内容 

 導⼊施設について 

 

 

 

 

 

 

 

  

⾒直し⽅針 

• 事業者意見をふまえ、屋内テニスコート整備と管理棟の改修は行わず、舗装の改修のみとする。 

• 県道沿いを収益施設（事業）の設置可能範囲とする必要があるとの意見があるが、林間などの

環境を活用する事業もあるため、一部の収益施設は駐車場等の近くに配置し、グランピング

やアスレチックなど環境特性を活用する施設は必要な環境内に配置する、「5.2.2 魅力向上

策の検討」において検討した魅力向上策と同様の配置とする。 

＜⽅針設定の背景＞ 

先進事例調査②より 

・ アスレチック施設、デジタルアート、VR 等を用いた屋内スポーツ施設は若い層に人気が

高い。 

・ 屋内プレーパークは、未就学児と小学生（とその保護者）の利用が多い。 

 

サウンディング調査より 

・ 利用者ニーズや事業費負担の考え方における県の意向によるが、近年の都市公園における

民活事業としては、ほとんどの事業について実現できる可能性はあると回答されている。 

・ プロジェクションマッピングのみ、一部将来的な利用ニーズが「見込まれない」とする回

答があったが、その他の事業の将来的な利用ニーズは「見込まれる」もしくは「わからな

い」との回答となった。 

・ 管理人員配置が難しいことと既存のテニスコート運営自体を縮小中であることから、屋内

テニスコートや管理棟の改修は、明確に「可能性なし」とされている。 

・ 収益施設（事業）の設置可能範囲は県道沿いにする必要があるという意見が挙げられた。 

・ 子ども向けの屋内施設や高齢者向けの健康遊具、また健康増進に関する事業については今

後需要が高まると考えられるとの意見が見られた。 

・ デジタルコンテンツについては、リピート客を含めた利用ニーズの確保のためには定期的

なコンテンツの入れ替えやパーソナライズ体験ができる内容とすること、また太閤山ラン

ドでしか体験できないコンテンツとすることが重要との意見が見られた。 
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 整備内容について 

 

 

  

⾒直し⽅針 

• サウンディング調査をふまえ、プール広場の老朽化対策を実施する。 

• 公園入口の魅力向上については、入口広場にインフォメーション・飲食機能強化として、公

園案内や、視線が抜ける眺望を活用した飲食施設や物販施設を整備する。 

• デジタルアート関連の事業の実施場所は、この場所でしか作れない「価値」を作ることを鑑

みることが重要なため、太閤山ランドの人気施設でもあるプール広場と組みわせることが

よいと考える。 

• アーバンスポーツは気軽に利用できる都会的な環境が好まれるため、外規模な舗装面が広

がる現ローラースケート場に配置する。 

• 林間グランピングの実施場所は景観が重要視されるため、にぎわいの中心エリアから少し

外れた、樹林地に配置する。 

＜⽅針設定の背景＞ 

サウンディング調査より 

・ プール広場については老朽化対策が必要との意見があげられた。 

・ 公園入口部分の魅力向上が重要と考えるという意見があげられた。 

・ レジャーパーク関連の事業の多くの実施場所は、景観や自然環境、また来園者からの目の

留まりやすさが重要視されること、特にⅠ-1（大人向けアスレチックタワー）については、

アクセス性や賑わいも重要視されることが確認された。 

・ 遊戯関連の事業の実施場所は、アクセス性や賑わいが重要視されることが確認された。 

・ デジタルアート関連の事業の実施場所は、この場所でしか作れない「価値」を作ることを

鑑みて主に景観や自然環境が重要視されること、また中でもプロジェクションマッピング

は賑わいも重要視されることが確認された。 

・ 特に事業内容の幅が広いニュースポーツ・デジタルスポーツやヘルスケア関連の事業の実

施場所は、具体の事業内容に応じて重要視する点にもバラつきがあることが確認された。

またアーバンスポーツは気軽に利用できる都会的な環境が好まれるの意見が見られた。 

・ 林間グランピングの実施場所は景観が重要視されることが確認された。 
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 夜間営業について 

 

 

 

 

 

 

 魅⼒向上策（規模⼩）において考慮すべき内容 

 

 

 

 

⾒直し⽅針 

• 現時点での可能性としてゼロではないとのことであったため、想定されるアイデアを魅力

向上策（規模小）としてとりまとめる。 

⾒直し⽅針 

• 全面的な整備を行った際の夜間営業の可能性について検討を行う。 

＜⽅針設定の背景＞ 

サウンディング調査より 

・ 営業時間の延長を求める意見が見られた。 

＜⽅針設定の背景＞ 

サウンディング調査より 

・ 提示した事業アイデア例は、すべて現時点での可能性としてゼロではないという回答の傾

向であった。 
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7.2.2 法令上の規制等 

 魅⼒向上策の実現性検証 

魅力向上策（規模大）について、下表のとおり都市計画法や都市公園法、富山県置県百年記念県

民公園条例等の法令上の実現性を検証した。一部の施設については、整備や開業にあたり、整備内

容等についての協議が必要となる。 

 

 建蔽率の検証 

建物種別ごとに建築面積を計測し、建蔽率を算出した結果、便益・管理施設等が 1.20％、運動・

休養施設等が 1.13％となった。 

都市公園法および施行令では、建蔽率の上限は、便益・管理施設等が 2％、運動・休養施設等が

10％と定められており、法律上問題ないと言える。なお、合計は 2.33％となる。 

 

 運動施設率の検証 

運動施設について面積を計測し、運動施設率を算出した結果、6.25％となった。 

都市公園法施行令では、運動施設の敷地面積の総計は、都市公園の敷地面積の 50％を超えては

ならないと定められており、法律上問題ないと言える。 

 

 

 夜間営業の検討 

競合公園等にみる夜間営業の傾向や、夜間営業のメリット・デメリットを考慮し、夜間営業につ

いての検討を行った。 

 

 夜間営業によるメリット・デメリット 

 夜間営業によるメリット 

①夜間営業ニーズへの対応 
テレワークの広がりなどにより、ライフスタイルの多様化が進んでいる。公園についても多様化

したニーズへの対応が期待されており、夜間営業のニーズも高まっていく可能性がある。 

②夜間環境を活⽤した集客施設の導⼊ 
キャンプやイルミネーションなど、夜間の環境を活用したコンテンツを導入することで、利用者

の増加が見込める可能性がある。 

③参⼊⺠間事業者の増加 
飲食業など、民間事業者の業態によっては、夜間営業が望まれる場合がある。夜間営業ができる

ほうが、民間事業者の参入が増える可能性がある。 
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 夜間営業によるデメリット 

①安全・防犯対策コストの増加 
照明や立入禁止エリアのフェンス整備など、夜間の安全・防犯対策のための施設整備が必要となる。 

②管理運営費⽤の増加 
夜間営業にあたり、運営方法の変更や管理者の滞在時間の延長など、管理運営方法の見直しが必

要となる。 

③近隣住⺠の苦情の増加 
夜間営業により、騒音や照明などに関して近隣住民からの苦情が発生する可能性がある。 

 

 

 夜間営業の導⼊に向けた課題 

夜間営業を導入するにあたり、以下の課題が想定される。 

 条例の改正 

「富山県置県百年記念県民公園条例」には、以下の記載があり、夜間営業を行う際には、条例の

改正または知事の承認が必要となる。 

 

(県民公園太閤山ランドの開園時間) 

第 10 条の 5 県民公園太閤山ランドの開園時間は、午前 9 時から午後 5 時まで(6 月 15 日

から 9 月 15 日までの期間において知事が定める期間にあっては、午前 9 時から午後 6 時ま

で)とする。ただし、指定管理者は、特に必要があると認めるときは、知事の承認を得て、これ

を臨時に変更することができる。 

(有料公園施設の供用日及び供用時間) 

第 10 条の 6 別表第 2 に掲げる有料公園施設(以下「有料公園施設」という。)の供用日及び

供用時間は、別表第 3 のとおりとする。ただし、指定管理者は、特に必要があると認めるとき

は、知事の承認を得て、これらを変更し、又は臨時に利用に供しない日を定めることができる。 

出典：富山県置県百年記念県民公園条例 

 

 要求⽔準書への記載の検討 

民間事業者による整備を行う場合、要求水準書の公表時には、営業時間の指定や民間事業者の判断

に委ねるなど、夜間営業の方針を設定しておく必要がある。 
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響
を

低
減

で
き

る
 

各
パ

ター
ンの

 
特

徴
 

よ
り多

様
な

利
⽤

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
が

可
能

で
あ

る
が

、整
備

・運
営

管
理

コス
トが

⽐
較

的
⼤

き
く、

苦
情

増
加

の
可

能
性

が
⾼

い
。⺠

間
事

業
者

との
コス

ト等
の

調
整

お
よ

び
近

隣
住

⺠
へ

の
説

明
が

よ
り重

要
とな

る
。 

⽐
較

的
多

様
な

利
⽤

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
が

可
能

で
あ

り、
整

備
・維

持
管

理
コス

トの
増

加
や

苦
情

に
は

ゾ
ー

ニ
ン

グ
等

で
あ

る
程

度
対

応
で

き
る

と考
え

られ
る

。⺠
間

事
業

者
の

意
向

を
ふ

ま
え

、コ
ス

ト等
の

調
整

を⾏
って

い
きや

す
い

と考
え

られ
る

。 

施
設

利
⽤

で
対

応
で

き
る

利
⽤

ニ
ー

ズ
に

は
対

応
で

き
、整

備
・維

持
管

理
コス

トの
増

加
は

⽐
較

的
少

な
く、

ま
た

苦
情

に
は

施
設

配
置

等
で

あ
る

程
度

対
応

で
き

る
と考

え
られ

る
。

デ
メリ

ット
が

⼩
さい

⼀
⽅

で
、⺠

間
事

業
者

の
事

業
と公

園
との

相
乗

効
果

は
期

待
しづ

ら
い

と考
え

られ
る

。 

現
時

点
の

評
価

 
⺠

間
事

業
者

に
よ

る
整

備
・管

理
運

営
を

導
⼊

す
る

場
合

、夜
間

営
業

を
導

⼊
す

る
こと

が
望

ま
しい

と考
え

られ
る

。夜
間

営
業

の
範

囲
に

つ
い

て
は

⺠
間

事
業

者
との

調
整

が
必

要
とな

る
が

、②
⼀

部
エ

リア
の

み
夜

間
営

業
実

施
で

あ
れ

ば
、⺠

間
事

業
者

との
調

整
を

⾏
って

い
き

や
す

い
と想

定
され

る
。 

 

林
間

グ
ラン

ピ
ン

グ
、レ

ス
トラ

ン
、ス

カ
イ

BA
R、

プ
ロジ

ェク
シ

ョン
マ

ッピ
ン

グ
等

の
施

設
の

夜
間

営
業

を
⾏

い
、か

つ
⽴

⼊
禁

⽌
区

域
を

除
き

園
内

全
体

を
利

⽤
・通

⾏
可

能
とす

る
 

林
間

グ
ラン

ピ
ン

グ
、レ

ス
トラ

ン
、ス

カ
イ

BA
R

等
の

施
設

の
夜

間
営

業
を

⾏
い

、か
つ

各
施

設
の

周
辺

エ
リア

を
利

⽤
可

能
とす

る
 

レ
ス

トラ
ン

等
、エ

ン
トラ

ン
ス

ま
た

は
駐

⾞
場

に
近

い
施

設
の

夜
間

営
業

を
⾏

う 

夜
間

営
業

エ
リア

 

夜
間

営
業

施
設

 

ス
ポ

ー
ツ

エ
リア

 

林
間

グ
ラ

ン
ピ

ン
グ

 
エ

リア
 

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

⽔
辺

エ
リア

 
ト

ラ
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7.3 魅⼒向上策（規模⼩） 
サービス検討のポイントとして、「現在の魅力を維持させる」とした施設を中心に、施設やエリア

毎に季節を踏まえ、大規模な整備等を行わない、もしくは整備不要な魅力向上策を、「規模小」・「季

節限定」・「取組み場所を想定しない方策」として、以下の通り検討した。 

 

 取組み場所を想定した⽅策 

 

表 13 魅⼒向上策（規模⼩・季節限定） 

魅⼒ 
向上の 
考え⽅ 

施設・エリア等 

⽅法 
季
節
限
定 

種類 内容 仮
設 

備
品 

改変
なし 

現
在
भ
魅
⼒
॑
維
持
औ
च
ॊ 

紫陽庵  リフレッシュ コワーキングスペース（椅⼦や机
の設置） 

 〇  

ふるさとパレス  機能の追加 休憩スペース快適性向上 〇   

ボートのりば  リフレッシュ カヌー  〇  

バーベキューコーナー  リフレッシュ テントの新調  〇  

スポーツ広場  機能の追加 仮設ストリートワークアウト器具  〇  

いきいき広場  イベント グラススキー  〇  

せせらぎの道  リフレッシュ 仮設ファニチャーによる滞留場所 〇   

クリスタルゲレンデ  リフレッシュ ※令和４年度（2022）改修
予定 

  〇 

ॖ
ঋ
থ
ॺ
ृ
仮
設
物
द
魅
⼒
॑
付
加
घ
ॊ 

ふるさとパレス前  機能の追加 巨⼤チェス  〇  

樹林環境  機能の追加 林間ハンモック  〇  

新造池のほとり  リフレッシュ 縁台 〇   

ピクニック広場  イベント アートイベント（巨⼤キャンバス
など） 

 〇  

⼊⼝広場 〇 イベント アート花壇  〇  

紫陽庵 〇 イベント 鉢植えアジサイの栽培・販売  〇  

ボートのりば 〇 イベント 夜間ボート・カヌーツアー  〇  

かぼちゃ畑 〇 イベント 収穫体験  〇  

野外劇場 〇 イベント 仮設野外シアター 〇   

ふるさとパレス前 〇 イベント 仮設図書棚 〇   

ピクニック広場 〇 
イベント スノーキャンドル  〇  

イベント クロスカントリースキー  〇  

クリスタルゲレンデ/ 
わんぱくの丘 〇 イベント 雪そり  〇  
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図
10

 魅
⼒

向
上

策
（

規
模
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備

イメ
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図
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図
11

 魅
⼒

向
上
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 取組み場所を限定しない⽅策 

 

表 14 魅⼒向上策（取組み場所を想定しない⽅策） 

魅⼒ 
向上の
考え⽅ 

エリア 
⽅法 

季節
限定 種類 内容 仮設 備品 改変

なし 

ॖ
ঋ
থ
ॺ
ृ
仮
設
物
द
魅
⼒
॑
付
加
घ
ॊ 

樹林 

 イベント サバイバルキャンプ  〇  
 機能の追加 ツリーテント 〇   
 機能の追加 ハンモック  〇  
 イベント プレーパーク  〇  

広場 

 機能の追加 焚⽕ラウンジ  〇  
 機能の追加 ビッグボール  〇  
 イベント 逆バンジー 〇   
 イベント トランポリンキッズヨガ 〇   
 イベント いちにち動物村 〇   

 イベント フラワーアート 〇   

⽔辺 

 機能の追加 ウォーターボール  〇  
 機能の追加 ⽔上⾃転⾞  〇  
 機能の追加 ⽔上パーソナルクラフト  〇  

― 

 イベント ヨガ   〇 
 機能の追加 サイクリングコースの仮設障害物 〇   
 機能の追加 フィットネス×VR  〇  
 イベント ドローン体験・教室   〇 
 イベント VR バンジー体験  〇  
 イベント 超⼈スポーツ  〇  
 イベント アンブレラスカイ  〇  
 イベント ナイトフラワーパーク  〇  
 イベント モザイクアート  〇  
 機能の追加 卓球台  〇  
 機能の追加 ピアノ  〇  
 機能の追加 キッチンカー 〇   
 機能の追加 テントサウナ 〇   

 イベント 
花を活⽤した魅⼒づくり（季節のガーデ
ン、フラワーアレンジメント体験など屋内で
の花のイベント） 

  〇 
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図
12

 魅
⼒

向
上

策
（

取
組

み
場

所
を限

定
しな

い
⽅

策
）

 整
備

イメ
ー

ジ
図
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7.4 管理運営に関する検討 
 管理のスマート化の検討 

 管理のスマート化⼿法導⼊において考慮すべき内容 

 

 

 

 

 

 

  

⾒直し⽅針 

• 先進事例調査で管理のスマート化として整理した手法のうち、サウンディングで事業者からア

イデアとして提案された以下の項目は、導入への期待が高い手法と考えられる。 

 デジタルサイネージによる情報提供 

 GPS や基地局などの情報やビーコン端末を活用した利用者動向・属性の把握 

 GPS や基地局などの情報を活用した公園内の混雑状況の把握 

 AI 画像解析による利用者の人数集計や不審行動検知、ドローンでの監視などの公園内監視 

 ドローンやロボットを活用した施設点検や植栽管理 

• 県内事業者からの提案より、再生エネルギーや太陽光発電の活用は導入の可能性があると考え

られる。 

＜⽅針設定の背景＞ 

サウンディング調査より 

・ 園内の情報発信については、デジタルサイネージについて導入可能性があり、企業広告掲

示が可能で収益化が見込めるのであれば活用の余地が拡がるとの意見が見られた。 

・ ドローン・ロボット等の導入等がアイディアとして挙げられた。 

・ 公園利用者の実態把握については、携帯や GPS などの位置情報を用いた広域の利用者動

向の把握がアイディアとして挙げられた。 

・ 園内の情報発信では、センサーを活用した混雑状況可視化サービス、ビーコン端末を活用

した来園者の属性分析などが提案された。 

・ 公園維持管理の効率化では、ドローンを活用した点検、植栽管理、監視が提案された。 

・ 公園利用者の実態把握では、AI 画像解析による利用者の人数集計、属性解析、空間内の滞

留状況把握、不審行動検知等の取組みが提案された。 

その他 

・ 県と県内事業者との協議にて、太閤山ランドにおける事業者と連携した再生エネルギーや

太陽光発電の活用が提案された。 
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 サ
ウ

ン
デ

ィン
グ

を
ふ

ま
え

た
管

理
の

ス
マ

ー
ト化

⼿
法

の
整

理
 

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
調

査
を

踏
ま

え
、

太
閤

山
ラ

ン
ド

に
導

入
で

き
る

管
理

の
ス

マ
ー

ト
化

手
法

を
下

表
の

と
お

り
再

整
理

し
た

。
 

新
技

術
活

⽤
⽬

的
 

※
新

技
術

活
⽤

調
査

より
、維

持
管

理
に

関
連

す
る

項
⽬

を
抜

粋
 

新
技

術
活

⽤
⽅

法
 

※
新

技
術

活
⽤

調
査

より
、維

持
管

理
に

関
連

す
る

項
⽬

を
抜

粋
 

新
技

術
活

⽤
⽅

法
の

内
容

（
例

）
 

新
技

術
の

 
キ

ー
ワ

ー
ド

（
例

）
 

参
考

事
例

 
管

理
⼿

法
 

導
⼊

の
検

討
の

必
要

性
 

都
市

公
園

での
推

進
が

期
待

され
る 

管
理

者
が

管
理

上
で

感
じて

いる
問

題
の

対
策

とな
る 

事
例

より
導

⼊
が

望
まし

いと
考

えら
れる

 
サウ

ンデ
ィン

グ 
 

調
査

等
より

導
⼊

の
  

可
能

性
が

ある
 

概
要

 

1 
公

園
施

骰
管

理
 

市
⺠

か
ら

の
通

報
受

付
に

お
け

る
IC

T
活

⽤
 

公
共

施
設

な
どの

不
具

合
を

市
⺠

が
ア

プ
リで

通
報

す
る

 
ア

ブ
リ 

ね
りレ

ポ
 

公
共

施
設

不
具

合
通

報
ア

ブ
リ 

●
 

 
●

 
 

・都
市

公
園

で
適

⽤
可

能
で

あ
り、

推
進

が
期

待
され

る
技

術
で

あ
る

1)
 

⾃
動

芝
刈

 
ロボ

ット
が

⾃
動

で
充

電
・芝

刈
りを

⾏
う 

ロボ
ット

 
ロボ

ット
芝

刈
り機

M
illm

o
（

⽇
⽐

⾕
公

園
）

 
芝

刈
り⽤

ロボ
ット

 
●

 
 

●
 

 
・都

市
公

園
で

適
⽤

可
能

で
あ

り、
推

進
が

期
待

され
る

技
術

で
あ

る
1)

 

ド
ロ

ー
ン

等
を

活
⽤

し
た

点
検

・維
持

管
理

 
ド

ロ
ー

ン
空

撮
デ

ー
タを

元
に

各
種

調
査

を
⾏

う 
ド

ロ
ー

ン
、

ロ
ボ

ット
、 

カメ
ラ 

弘
法

⼭
公

園
 

国
営

平
城

京
跡

歴
史

公
園

実
証

実
験

 
ドロ

ー
ン、

ロボ
ット

 
●

 
 

 
●

 
・都

市
公

園
で

適
⽤

可
能

で
あ

り、
推

進
が

期
待

され
る

技
術

で
あ

る
1)

 

2 
利

⽤
者

実
態

 
把

握
 

携
帯

基
地

局
デ

ー
タに

よ
る

利
⽤

者
移

動
・属

性
把

握
 

⼈
⼝

密
度

、移
動

・滞
在

、居
住

地
エ

リ
ア

、性
別

・年
代

等
が

わ
か

る
携

帯
電

話
茎

地
局

デ
ー

タを
⽤

い
、利

⽤
者

や
イ

ベ
ント

来
場

者
等

の
分

析
を

⾏
う 

携
帯

電
話

茎
地

局
デ

ー
タ 

NT
T

ドコ
モ

モ
バ

イ
ル

空
間

統
計

 
携

帯
電

話
基

地
局

デ
ー

タ 
●

 
 

●
 

●
 

・都
市

公
園

で
適

⽤
可

能
で

あ
り、

推
進

が
期

待
され

る
技

術
で

あ
る

1)
 

公
園

内
の

混
雑

状
況

の
把

握
 

ネ
ット

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

で
撮

影
し

た
映

像
か

ら、
指

定
し

た
範

囲
の

混
雑

状
況

を
AI

で
把

握
す

る
 

⼈
流

⾚
外

線
セ

ン
サ

ー
で

⼊
⼿

した
デ

ー
タか

ら
AI

が
混

雑
状

況
を

把
握

し、
利

⽤
者

が
ア

プ
リで

確
認

す
る

 

セ
ン

サ
ー

、
ア

プ
リ

、
AI

、ク
ラウ

ド、
ネ

ット
ワ

ー
クカ

メラ
 

新
沢

千
塚

古
墳

群
公

園
実

証
実

験
 

セ
ンサ

ー
お

よ
び

AI
を

搭
載

し
た

ネ
ット

ワ
ー

ク
カメ

ラ 
 

 
●

 
●

 
・三

密
を

避
け

る
た

め
、空

間
内

の
⼈

の
動

き
を

把
握

して
、平

時
・災

害
時

とも
に

過
密

を
避

け
る

よ
う⼈

の
⾏

動
を

誘
導

す
る

こと
が

求
め

られ
る

2）
 

公
園

内
の

監
視

 
ネ

ット
ワ

ー
クカ

メラ
を

活
⽤

し、
オ

ン
ライ

ン
で

カメ
ラの

映
像

を
確

認
で

き
る

。撮
影

⽅
向

が
分

か
りに

くく
犯

罪
抑

⽌
に

な
る

こと
も

あ
る

 

ネ
ット

ワ
ー

クカ
メラ

、ド
ロー

ン
 

千
葉

県
市

川
市

の
公

園
 

ネ
ット

ワ
ー

クカ
メラ

、ド
ロー

ン
 

 
●

 
●

 
 

・現
状

で
は

監
視

カメ
ラが

⾜
りず

、各
施

設
の

利
⽤

状
況

や
トラ

ブ
ル

を
管

理
事

務
所

で
把

握
で

き
な

い
3)

 
・事

件
の

際
に

警
察

か
ら画

像
デ

ー
タを

求
め

られ
る

こと
が

増
え

た
3)

 

利
⽤

者
動

向
の

把
握

 
ド

ロ
ー

ン
や

ロ
ボ

ット
が

巡
回

し
て

集
め

た
画

像
を

AI
が

解
析

し、
不

審
者

・体
調

不
良

・迷
⼦

・ゴ
ミ等

の
分

布
を

地
図

ビュ
ー

ア
等

で
確

認
す

る
 

AI
、5

G、
4K

・8
K、

ド
ロ

ー
ン

、ロ
ポ

ット
（

⾃
動

巡
回

モ
ビリ

テ
ィ）

 
国

営
平

城
京

跡
歴

史
公

園
実

証
実

験
 

巡
回

⽤
ドロ

ー
ン

・ロ
ボ

ット
 

 
●
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7.5 今回の調査による魅⼒向上策 
今回の調査による魅力向上策および管理のスマート化手法をイメージに示すと以下のとおりである。 

表 16 今回の調査による魅⼒向上策 

魅⼒ 
向上の 
考え⽅ 

施設・エリア等 
⽅法 

種類 内容 

今
ँ
ॊ
魅
⼒
॑
活
ऊ
ख
थ 

औ
ै
ऩ
ॊ
魅
⼒
向
上
॑
図
ॊ 

プール広場 リフレッシュ プロジェクションマッピング等 

こどもみらい館 リフレッシュ デジタルコンテンツの導⼊ 

サイクリングセンター リノベーション スマートサイクル導⼊ 

トレーン リノベーション ⾃動運転モビリティの導⼊ 

⽔辺の広場 新規 遊具集約 

課
題
॑
解
決
ख 

魅
⼒
向
上
॑
図
ॊ 

⼊⼝広場 新規 インフォメーション・飲⾷機能強化 
イルミネーション 

⾚い屋根ギャラリー コンバージョン キッズパーク 

テニスコート リノベーション コートの⼈⼯芝化 

BMX 競技場 コンバージョン ドッグパーク 

切
ॉ
⼝
ओ
ध
प
新
ञ
ऩ
魅
⼒
॑
付
加
घ
ॊ 

ファミリー・スポーツ・プラザ コンバージョン デジタルスポーツ館 

展望塔 コンバージョン スカイ BAR 

太閤⼭荘 コンバージョン コワーキングスペース 

ローラースケート場 コンバージョン X パーク 

わんぱくの丘 コンバージョン ⼤⼈向けアスレチックタワー 

ピクニック広場 リフレッシュ デイキャンプ 

⽴ち⼊り禁⽌エリア・ 
樹林環境 新規 

森のアスレチック 
林間グランピング 
林間空中回廊 

かぼちゃ畑 リノベーション ビオガーデン 

現
在
भ
魅
⼒
॑
維
持
औ
च
ॊ 

紫陽庵 リフレッシュ コワーキングスペース（椅⼦や机の設置） 

ふるさとパレス 機能の追加 休憩スペース快適性向上 

ボートのりば リフレッシュ カヌー 

バーベキューコーナー リフレッシュ テントの新調 

スポーツ広場 機能の追加 仮設ストリートワークアウト器具 

いきいき広場 イベント グラススキー 

せせらぎの道 リフレッシュ 仮設ファニチャーによる滞留場所 

クリスタルゲレンデ リフレッシュ ※令和４年度（2022）改修予定 
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魅⼒ 
向上の 
考え⽅ 

施設・エリア等 
⽅法 

種類 内容 

ॖ
ঋ
থ
ॺ
ृ
仮
設
物
द
魅
⼒
॑
付
加
घ
ॊ 

ふるさとパレス前 機能の追加 巨⼤チェス 
樹林環境 機能の追加 林間ハンモック 

新造池のほとり リフレッシュ 縁台 
ピクニック広場 イベント アートイベント（巨⼤キャンバスなど） 

⼊⼝広場 イベント アート花壇 
紫陽庵 イベント 鉢植えアジサイの栽培・販売 

ボートのりば イベント 夜間ボート・カヌーツアー 
かぼちゃ畑 イベント 収穫体験 
野外劇場 イベント 仮設野外シアター 

ふるさとパレス前 イベント 仮設図書棚 

ピクニック広場 
イベント スノーキャンドル 
イベント クロスカントリースキー 

クリスタルゲレンデ/ 
わんぱくの丘 イベント 雪そり 

樹林 

イベント サバイバルキャンプ 
機能の追加 ツリーテント 
機能の追加 ハンモック 

イベント プレーパーク 

広場 

機能の追加 焚⽕ラウンジ 
機能の追加 ビッグボール 

イベント 逆バンジー 
イベント トランポリンキッズヨガ 
イベント いちにち動物村 
イベント フラワーアート 

⽔辺 
機能の追加 ウォーターボール 
機能の追加 ⽔上⾃転⾞ 
機能の追加 ⽔上パーソナルクラフト 

― 

イベント ヨガ 
機能の追加 サイクリングコースの仮設障害物 
機能の追加 フィットネス×VR 

イベント ドローン体験・教室 
イベント VR バンジー体験 
イベント 超⼈スポーツ 
イベント アンブレラスカイ 
イベント ナイトフラワーパーク 
イベント モザイクアート 

機能の追加 卓球台 
機能の追加 ピアノ 
機能の追加 キッチンカー 
機能の追加 テントサウナ 
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魅⼒ 
向上の 
考え⽅ 

施設・エリア等 
⽅法 

種類 内容 

イベント 花を活⽤した魅⼒づくり（季節のガーデン、フラワ
ーアレンジメント体験など屋内での花のイベント） 

管
理
भ
५
ঐ
␗
ॺ
⼿
法 

― 

公園施設管理 
市⺠からの通報受付における ICT 活⽤ 
⾃動芝刈 
ドローン等を活⽤した点検・維持管理 

利⽤者実態把握 

携帯基地局データによる利⽤者移動・属性把握 
公園内の混雑状況の把握 
公園内の監視 
利⽤者動向の把握 

来園者への 
サービス提供 

多⾔語案内 
デジタルサイネージ 
Wi-Fi 環境の提供 

その他 

⼊園料⾦等徴収・収納業務における ICT の活⽤ 
検温技術（新型コロナウイルス感染症対策） 
再⽣可能エネルギーの導⼊や太陽電池発電施設
の活⽤ 

 

太閤山ランドの魅力向上にあたり、現地調査や管理者ヒアリング、県民ニーズ、社会的なトレンド

等を考慮したうえで、先進事例の調査結果を参考に、サービス検討のポイントに従って検討した魅力

向上策を整理した。 

なお、現在、行政の課題や地域の課題が複雑化、また多様化していることから、官民が連携して対

応し、県民サービスの向上を図っていくこととしている。 

このため、太閤山ランドの魅力向上策の検討にあたっては、県が単独で実施するものではなく、官

民連携により実現できる可能性がある事業を選定した。 

（実際の事業の実施やサービスの導入については、民間事業者の協力を要する。） 
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